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ほけんだより 
 

 

 

チャイルドハウスこども園 
 

 暦の上では、２月４日に立春を迎えましたが、一般的に１月下旬から２月中旬にかけてが最も寒くなると言

われています。発熱、咳、感染症を疑う様な黄色から緑色の鼻水、下痢、嘔吐等の症状がある場合やいつもに

比べて体調が悪い場合には、無理をせず、かかりつけ医を受診しましょう。引き続き、こまめな手洗いや消

毒、定期的な換気、室温や湿度の管理、「３密」を避けるようにして感染症予防対策を行っていきましょう。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

保健行事 
 

身体計測 

19 日（月）     ５歳児 

20 日（火）     ３歳児 

21 日（水）  ０～２歳児 

22 日（木）     4 歳児 

 

 

健康状況 

 年末年始の休み明けに、インフルエンザや水ぼう

そう・コロナウイルスにかかったと、数件の発症報

告がありましたが、家庭でしっかり療養していただ

き、大きく流行せずに終息しています。 

咳や鼻水が治りかけたり、ひどくなったりを繰り

返すお子さんが多く見られます。ほおっておくと、

中耳炎や副鼻腔炎など、他の病気につながることも

あります。早めに受診し、しっかり 

治せるようにしていきましょう。 

 

                     みつばち組『 お尻の拭き方』 

 

 「おしっこやうんちをした後、お尻を拭かないとどうなる？」と聞くと、「パンツがよごれる」 

きたなくなる」「かゆくなるんで」と、しっかりお尻を拭く理由を知っている、みつばち組のお友達です

(^▽^)/ 

① トイレットペーパーを切ってみる ② ペーパーを畳んでみる ③ お尻を拭いてみる の順番で、 

練習をしてみました       ペーパーを畳んだり、体を捻ってお尻の方に手を回すのは、少し難しそうにし

ていましたが、風船をお尻に見立てたお尻拭きは、とっても上手でしたよ     

 

 

 

 

元気っこ教室 



「 免疫 」って なぁに？ 
私たちの体は、生まれながらにして自分で自分を守るシステムが備わっていて、 

これを『免疫』といいます。病気は人によって症状の出方が違いますが、 

免疫力の違いはどこにあるのでしょうか？ 

○×クイズに挑戦して、免疫力を高める方法を探ってみましょう。 

 

 

 

Q１の答え × 

  私たちは、たくさんの細菌に囲まれて生活しています。机や床、ヒトの体にもいます。 

でも、全ての細菌が悪ではありません。ほとんどは何も悪さをしないどころか、病原菌から、私たちの体を 

守ってくれている『常在菌』と呼ばれる菌もあります。 

Q２の答え × 

  消毒をすると、病原菌ばかりでなく、常在菌もやられてしまいます。 

常に濃度の高い消毒液で消毒していると、常在菌がいなくなったり、却って病原菌が繁殖しやすくなったり、

耐性菌が出来てしまうこともあります。 

耐性菌とは？・・・病原菌が消毒液よりも強く、死滅しなくなってしまう菌のこと。 

Q３の答え 〇 

  体は、病原菌に出会うと『抗体』を作り、病原体をやっつける事が出来ます。 

そのシステムを活性化するのは、お腹にある「腸内細菌」です。 

腸内細菌の種類が多い方が、免疫力が高くなります。 

Q４の答え 〇 

  腸内細菌の種類は、様々な菌と触れ合うことで多くなります。 

  3 歳までの生育環境で腸内細菌の種類が決まると言われており、清潔すぎる環境は、 

病気やアレルギーになりやすくなる可能性もあります。また、赤ちゃんが様々な物をなめるのは、免疫を付け

る意味もあります。 

 

腸内細菌を増やし、免疫力を高めるために出来る事 
◎苦手なものを少しがんばって食べてみる  ◎決まった時間に布団に入り、しっかり眠る 

◎いつもと同じ時間に起きて、朝ご飯をしっかり食べる  ◎ 体をしっかり動かす    
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Q１．「菌」「ウイルス」は全て悪者である       Q３．腸内細菌の種類が多い人は免疫力が高い 

Q２．高い濃度の消毒液で消毒していれば安心である  Q４．清潔すぎる環境で育った子どもは、腸内 

細菌の種類が少ない 

子どもでも花粉症になる？ 
毎年２月になると、スギ花粉の飛散が確認されます。花粉症の診断を受けるお子さんが増えています。 

小さい子は、花粉症のつらさを言葉で上手に伝える事が出来ないので、気になる症状が見られたら、一度 

病院を受診することをお勧めします。 

 

【 気になる症状 】 

⇒ 透明な水っぽい鼻水が続く 

くしゃみが出る 

鼻が詰まる 

目をこすったり、かゆがる 

目の充血 

【 もし花粉症と診断されたら 】 

⇒ 花粉の飛ぶ時期は布団を外に干さない 

部屋に入る時は服をはらう（目には見えない花粉を取り除く） 

外から帰ったら、シャワー浴や洗顔、または濡れタオルで顔を拭く 


